
（1） 令和２（2020）年7月10日

調布
社協だより

いつまでも住みつづけたいと思うまちづくりをめざして
第 263号奇数月 10日発行

調布社協では、新しい
生活様式を取り入れな
がら、誰もが安心して
暮らしていけるよう、
つながりある地域づく
りを進めていきます。

不安にならないよう、対策をとって
進めています。

様々な事情により進学をあきらめてしまわないように、
中学生に学習の機会を提供しています。大学生ボラン
ティアとの個別学習を通じて、学力向上だけではなく、
自己肯定感や将来の展望を得ることを目指しています。

元気な様子がわかって、
ほっとしました。

再開して訪問の
ありがたみを感じます。
再開して訪問の
ありがたみを感じます。

ひとり暮らしの高齢者に週2回、ヤクルトをお届けし、
ひと声かけて安否の確認を行います。この事業は、社協
会員みなさんの会費によって支えられています。
～令和 2年度調布社協会員募集中～

つ
な
が
り
を

  
た
や
さ
ず
に

〜
活
動
が
再
開
〜

『見守りあんしん訪問事業』

『学習支援事業』

地域の活動は
2面で紹介！

※新型コロナウイルスの感染状況によっては、休止する場合があります。
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～今号の主な記事～

令和元年度事業報告・決算 ………2
赤い羽根共同募金
　　B配分申請受付開始 ………3
介護職員初任者研修受講生募集 …3
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。

　
平
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り
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つ
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す
。

　
調
布
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協
会
長
　

　
　
　
　
関
森
　
正
義

・新型コロナウイルス感染症拡大の影響
によるイベントなどの中止・延期のた
め、今号については、４面（通常８面）
での発行となります。
「こども美術館」「ちょビットギャラ
リー」「調布のまちのリレーコラム」は
お休みします。
・今号の掲載情報は、６月19日時点の情
報です。最新情報は、調布社協 HP でご
確認いただくか、または各担当までお
問い合わせください。

【お知らせ】

検索調布社協 ×

HPはこちら
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令和元年度　事業報告・決算
１　地域共生社会の地域づくりのための基盤整備
　地域福祉コーディネーターを、８つの福祉圏域
すべてに配置することができ、地域の方とかかわ
る中で、困りごとを抱え制度の狭間で苦しんでい
る方などに対する個別支援のほか、新たな支え合
いの仕組みづくりを行うなど地域支援に取り組み
ました。

２　生活困窮者自立支援の拡充
　家計に課題を抱える生活困窮者に対し、助言な
どを行う家計改善支援を新たに開始しました。ま
た、生活全般に関する困りごとや不安を抱えてい
る相談者や就労支援の利用者、学習支援を利用す
る子どもたちなどに対し、訪問による支援に重点
を置き関係づくりを進めることで、相談の充実・
強化を図りました。

３　社協会費や募金活動、地域公益活動への取組
　地域福祉を支える資金となる社協の会費や募金
活動をすすめました。また市内40の社会福祉法人
が参加する連絡会の事務局を担い、法人同士ある
いは地域と法人の連携強化を図るとともに、年4
回の「フードドライブ」に取り組み、食品の収集
と配布を行いました。

４　ボランティア・市民活動事業の推進
　市民活動支援センター及び各コーナーでは中長
期運営方針に基づき、「つながり」を大切に、多
様な個人・団体・企業と協働し、人材の育成、助
成金、情報発信など、中間支援組織としての支援
に取り組みました。また、台風19号による浸水被
害支援の災害ボランティアセンターの運営にも取
り組みました。
　　
６　希望の家利用者の課題の変化に対応
利用者が安定して通い続けられるように、高齢

のご家族を関係機関と連携して支援しました。ま
た、毎日の取組の中で、ヒヤリとした事例や利用者
の新たな発見など気付いた点を積み重ねて、振り返
りの会議で次の日につなげる工夫をしました。
健康チェックや手洗い・うがいを徹底し新型コロ

ナウイルス感染予防を利用者とともに行いました。

７　こころの健康支援センターの運営
　精神面から市民生活をサポートすることを目的
として、相談事業を中心に各種事業を実施しまし
た。また、関係機関と連携しながら、地域のメン
タルヘルスに関する課題に取り組みました。

１ ４

５

６

２

３

地域福祉推進事業
410,437,139 円

法人運営
247,809,660 円

広報活動
10,608,829 円

調布市希望の家
127,592,058 円

希望の家深大寺
102,223,203 円

総合福祉センター
28,526,761 円

市民活動支援センター
19,476,693 円

こころの健康支援センター

合計 1,136,193,427 円

164,690,902 円

福祉人材育成事業
24,828,182 円

支出

収入
会費収入 ………………… 6,748,788 円
寄付・募金等 ……………16,941,901 円
事業等収入 …………… 124,791,909 円
補助金収入 …………… 358,060,325 円
委託金収入 …………… 606,810,652 円
その他 ……………………39,720,763 円
前年度繰越金 ……………47,473,222 円

1,200,547,560 円

地域でも活動が始まっています ～今できることから～

社協からのお知らせ

新型コロナウイルス感染症の影響による
休業や失業で、生活資金にお困りの方々へ

　新型コロナウイルス感染症の影響による休業や失業で、
生活資金や家賃の支払いにお困りの方へ特例貸付や住居
確保給付金などの相談を行っています。
※事前にお電話にてご相談ください。
※詳しくは、調布社協HPをご覧ください。
　 地域福祉係 ☎042-481-7693
　（受付時間：月～金曜日
　　　　　　　 9 時～ 17時 土日祝のぞく）

　調布市商工会青年部では、未開封マ
スクを寄付していただき、必要として
いる医療・介護・福祉施設に配布する
取組をしています。調布社協も、この
活動に協力しています。

問

マスク バンク プロジェクト

Mask Bank 
Project

　  調布市商工会青年部マスクバンクプロジェクト事務局
　  ☎042-485-2214（担当：國井）
問

切手整理ボランティア
（すたんぷあくろす）

　距離をとって活動再開。きれいに整理され
た使用済切手は、市内の市民活動団体を支え
る「えんがわファンド」の原資になります。

　調布のまちをより豊かに、より暮
らしやすくするための活動をしてい
るボランティアグループや市民活動
団体を「資金」と「つながり」でサポー
トする助成金です。まずはお気軽に
お問い合わせ・ご相談ください。
受付期間 8 月 31日（月）17時まで
　 市民活動支援センター
 　☎042-443-1220

「えんがわファンド」募集再開しました

未開封マスク・使用済切手は、総合福祉センターや市民活動支援センター、各コーナーで集めています。

問

市民活動支援センター
キャラクター えんがわくん

HP はこちら

受付期間
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希望の家深大寺こころの健康支援センター

気になる情報を
チェック !!

ちょびっと
読んでみよう !!

新型コロナウイルスの感染状況によっては、中止または延期する場合があります。詳しくは、各担当までお問い合わせください。

調布市発達障害者支援事業　ぽぽむ講演会
「改めて『発達障害』とは何かを考える」

総務課

総務課

赤い羽根共同募金
令和2年度地域配分(B配分)申請受付開始

令和２年度
調布市地域福祉活動支援事業 助成団体決定

第7回　希望の家深大寺　地域のつどい
今年で7回目を迎える「希望の家深大寺　地域のつどい」。地域の
みなさんと一緒に楽しい1日になればと思います。模擬店やゲーム
など、楽しい企画を用意してお待ちしています。
     9 月 12日（土）　10時～ 13時
     希望の家深大寺
    （深大寺北町 5-6-1）
     無料 
     　 ☎ 042-426-8577

30年以上、発達障がい当事者の診療・支援に関わり、幼少期から
成人までの発達・成長の過程を見つめてこられた本田先生にご講演
いただきます。
     8 月 8日（土）　14時～ 16時　（開場 13時 30分）
     たづくり 12階　大会議場　     65 人（申込順）　     無料　
     信州大学医学部 子どものこころの発達医学教室　教授
     NPO法人 ネスト・ジャパン 代表理事　本田秀夫先生
　　　☎ 042-490-8166　FAX 042-490-8167 

所
日

費
申問

介護職員初任者研修（旧ホームヘルパー２級）
受講生募集

～介護の仕事につきたい方へ　まずは一歩目から～

福祉人材育成センター

　市内でお寄せいただいた赤い羽根共同募金の一定割合を調布市で
活かすことを目的として、地域性の高い施設・団体に助成を行います。
申請方法など詳細は、調布社協HPをご覧いただくか、直接お問い合わ
せください。
　　　　1施設・団体 10～ 30万円
　　　　　備品整備、小破修理､利用者主体の事業など
　  8 月 31日（月）         ☎042-481-7617

　市内で地域福祉活動をスタートさせる団体や、新たな活動にチャレ
ンジする団体を応援する助成金です。検討評価委員会の協議の結果、
６団体（新規３団体）が決定しました。

☎ 042-481-7617

所
日

定 費
講

申問

問締

助成額
対象事業

希望の家分場

　改修工事に伴い、調布市希望の家（富士見町 2-16-33）へ一時移
転します。移転期間中は、調布市希望の家にご連絡ください。
　　    7 月～令和３年 3月まで
　   ☎ 042-481-7700問
期間

中学校での出張着物講座

高齢・障がい者に向けた
スポーツ吹き矢教室

知的障がい者の水泳クラブ
パラアスリートの育成

発達障がい児向けの
講座開催

メンタルスキル講座開催

多世代交流の
地域イベントの開催

特定非営利活動法人
きもの笑福

調布・桜いきいき支部

GAGANI Plus

一般社団法人 すこっぷ 

視覚障害者の為の
メンタルスキル講座LALA

しばさき彩ステーション

85,670

279,680

247,900

366,974

479,568

236,037

  団体名      　     活動内容                  助成金額（円）

※申請順

問

     令和 2年 9月 14日（月）～11月 20日（金）のうち25日間
     （実習 2日間含む）　　　
     次の①～④すべてに当てはまる方
     ①市内在住または在勤
     ②年齢が年度末時点において69歳まで
     ③市内で介護職員として従事することを希望する、または従事
     　することが確定している、もしくはすでに介護職員として
     　従事している
     ④全日程出席でき、当該事業に定める学則に同意できる
     　（※学則は福祉人材育成センターのHPで閲覧できます）
     16 人（書類審査あり）
     受講料 10,000円とテキスト代6,600円（全て税込）
     申込書（福祉人材育成センター、総合福祉センター及び市民
活動支援センターで配布、福祉人材育成センターHPからも
ダウンロード可）に必要事項を記入し福祉人材
育成センターに持参。健康保険証、運転免許証
などで本人確認いたします。

     受付期間内に来所できない方はご相談ください。
     ※受付期間：7月 21日（火）～8月 28日（金）
     ☎ 042-452-8180（月～金 9時～ 17時）

日

対

申

問

定
費

検索調布市福祉人材育成センター×

検索調布市こころの健康支援センター×

「調布市希望の家分場」一時移転のお知らせ
HP はこちら

HPはこちら

第7回　希望の家深大寺　地域のつどい
今年で7回目を迎える「希望の家深大寺　地域のつどい」。地域の
みなさんと一緒に楽しい になればと思います。模擬店やゲーム
など、楽しい企画を用意してお待ちしています。
     9 月 12日
     希望の家深大寺
（深大寺北町 5-6-1）
     無料 
     　 ☎ 042-426-8577問

7回目を迎える「希望の家深大寺　地域のつどい」。地域の
みなさんと一緒に楽しい1日になればと思います。模擬店やゲーム
など、楽しい企画を用意してお待ちしています。
     9 月 12日（土）　10時～ 13時
希望の家深大寺
（深大寺北町 5-6-1）

☎ 042-426-8577

中止

NEW

NEW

NEW

CHECK!

CHECK!

CHECK!

凡 例  ⇨日時 ⇨会場・場所 ⇨対象
  ⇨定員 ⇨費用 ⇨講師
 ⇨主催 ⇨共催 ⇨後援 ⇨申込み
 ⇨締切 ⇨問合せ ⇨その他　　HP⇨ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ

日
定

主
締

申

所
費

共
問 他

後
講
対
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図書館ハンディキャップサービスのご協力により点字版を作成しています。ご利用希望の方は総務係まで。

私たちは、調布の地域福祉を応援しています。

〈 調 布 社 協 お 問 い 合 わ せ 先 〉

～生活の中での悩みごとや
心配ごとなど、お気軽に
ご相談ください～

ありがとうございます

♥♥♥♥ ご寄付 ♥♥♥♥
名　前 金額（円）
Kiky's English 50,000 

倉田　富士男 100,000 

山野園芸サロン 6,980 

山野常磐会（シニアクラブ） 8,840 

調和 SHC倶楽部 5,375 

武蔵野の森総合ｽﾎﾟｰﾂﾌﾟﾗｻﾞ指定管理者東京ｽﾀｼﾞｱﾑｸﾞﾙｰﾌﾟ 1,477 

希望の家　設置募金箱 423 

匿名 5件 40,758 

合計  12 件 213,853 

※いただいたご寄付は、調布の福
祉活動推進のため、大切に使わ
せていただきます。

総合福祉センター （小島町 2-47-1）
総務係・地域福祉係・障がい者支援係・通所介護
サービス係・ちょうふ地域福祉権利擁護センター
代表 ☎ 042-481-7693
FAX  042-481-5115・6611

希望の家
◆ 調布市希望の家（富士見町 2-16-33）
　☎ 042-481-7700 FAX  042-481-3480
◆ 調布市希望の家分場（入間町 1-13-2）
※７月～令和３年３月まで改修工事のため、調布市
　　希望の家に一時移転します。移転期間中の
　　連絡は、調布市希望の家まで。
◆ 希望の家深大寺（深大寺北町 5-6-1）
　☎ 042-426-8577 FAX  042-426-8578

調布市こころの健康支援センター （布田 5-46-1）
☎ 042-490-8166 FAX  042-490-8167

調布市福祉人材育成センター （調布市こころの健康支援センター内）
☎ 042-452-8180 FAX  042-444-3376

市民活動支援センター （国領町 2-5-15 コクティー 2F）
☎ 042-443-1220 FAX  042-443-1221
◆小島町コーナー　☎ 042-481-7695　 FAX  042-481-6611
◆菊野台コーナー　☎・ FAX  042-481-6500（火・木・土）
◆緑ヶ丘コーナー　☎・ FAX  03-3326-4088（火・木・土）
◆染地コーナー　　☎・ FAX  042-481-3790（火～土）
◆富士見コーナー　☎・ FAX  042-481-8719（火・木・土）
◆西部コーナー　　☎・ FAX  042-426-4335（火～土）
◆野ヶ谷の郷　　　☎・ FAX  042-481-1838（火・木・土）

ふれあい福祉相談 富士見・染地・菊野台・緑ヶ丘地域福祉センター（毎週水曜日　10時～ 15時）
 西部地域福祉センター（毎週月曜日　10時～ 15時※第 4月曜は休み）
電話相談  月曜日～金曜日　13時～16時／専用電話　☎ 042-481-5111

調布社協キャラクター　ちょビット 調布社協キャラクター　ちょビット

（4/1 ～ 5/31
敬称略 50音順）

伝　言　板
この他にもボランティア募集があります。
詳しくはお問い合わせください。　問合せ：市民活動支援センターボランティア情報

子ども食堂でのボランティアと
ご寄付の募集

ボランティアガイダンスのご案内ボランティ
ア  

始めてみま
せんか？

【内  容】簡単な調理やおしゃべりなど
【日  時】 月 1回 10時 30分～ 14時
            （都合のよい日だけで可）
【場  所】 富士見あおぞら子ども食堂
            （富士見町2-13-5
              コープ調布B棟2階集会室A）

【内  容】・直径 30㎝以上の鍋（寸胴鍋・
土鍋は不可 / 美品希望） ・直
径 30㎝以上のザル 

　　　　・直径 30 ㎝以上のボウル ・玉
じゃくし ・トング ・さいばし

【問合せ】 富士見あおぞら子ども食堂
            （担当：上田 )
　　　         aozorafujimi@gmail.com

✿

②調理器具のご寄付

①ボランティア

これからボランティア活動を始めたい方、地域での仲間づくりを
したい方など、関心があればどなたでも参加できます。
（新型コロナウイルス感染拡大予防のため事前申込をお願いします）

【日  時】 8月25日（火）15時～16時　【場  所】 菊野台地域福祉センター
【申込・問合せ】 菊野台コーナー（担当：青木）　☎042-481-6500（火・木・土）

【日  時】 7月27日（月）10時～11時　【場  所】 市民活動支援センター
【申込・問合せ】 市民活動支援センター（担当：上野）　☎042-443-1220

✿

のご案内調布STAYHOMEボランティア2020

【受付期間】7月 1日（水）～ 9月 30日（水）
【対 象 者】どなたでも （親子でのご参加も大歓迎）
【活 動 先】市内施設（福祉施設、市民活動団体など）や医療施設・海外支援団体など
【詳     細】市民活動支援センターHP「お知らせ」でご確認ください。
【問 合 せ】市民活動支援センター（担当：上野・鈴木） ☎042-443-1220

STAYHOME期間中でもできる！
医療・福祉・海外支援などへの寄付を通じたボランティアを募集します。

プライバシー配慮の完全個室でオーダーメイドのリハビリを

理学療法士等の国家資格者がリハビリプランを提案します

プライベートリハビリラウンジ
KAYOU仙川（カヨウ仙川）

調布市仙川町 1-8-4 フェアリービラ 1F  京王線仙川駅下車徒歩 4分

お問合せ /資料請求 ☎0120-110-464
脳卒中後遺症 / 骨折後 / 痛み 等


